
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り

秋
田
県
保
護
司
会
連
合
会
会
長　

金
　
山
　
智
　
紀

懸
念
さ
れ
ま
す
。
幅
広
い
職
域
や
世
代
か

ら
新
し
い
仲
間
を
迎
え
、
活
動
し
や
す
い

環
境
を
整
え
る
こ
と
が
急
務
で
す
。

　

保
護
司
は
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
人
々

に
寄
り
添
い
、
孤
立
を
防
ぐ
「
防
波
堤
」

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
そ

の
存
在
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
地
域
の
安
定

が
守
ら
れ
る
の
で
す
。
県
保
連
と
し
て
も

12
地
区
保
護
司
会
と
連
携
し
、
こ
の
課
題

に
真
摯
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

改
正
保
護
司
法
を
契
機
に
、
更
生
保
護

の
新
し
い
時
代
を
切
り
拓
き
、
地
域
の
理

解
と
協
力
を
得
な
が
ら
活
動
の
質
を
高
め

て
い
く
こ
と
が
使
命
で
す
。
容
易
な
道
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
県
民
の
皆
様
、
関
係

機
関
、
そ
し
て
仲
間
の
力
を
い
た
だ
け
れ

ば
、
必
ず
新
た
な
地
平
を
開
け
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
更
生
保
護
の
使
命
を
胸
に
心

新
た
に
歩
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
」
と

い
う
諺
は
、
年
の
初
め
に
目
標
を
立
て
、

心
新
た
に
歩
み
出
す
大
切
さ
を
教
え
て
く

れ
ま
す
。
皆
様
も
新
年
に
あ
た
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
誓
い
を
胸
に
刻
ま
れ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　

さ
て
、今
年
は
60
年
に
一
度
の
丙
午
（
ひ

の
え
う
ま
）
の
年
で
す
。
烈
火
の
よ
う
な

勢
い
を
象
徴
し
、
強
い
意
志
と
行
動
力
で

新
し
い
局
面
を
切
り
拓
く
年
と
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
丙
午
の
力
強
さ
が
、
更
生

保
護
の
現
場
で
も
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　

令
和
8
年
に
は
改
正
保
護
司
法
が
施
行

さ
れ
、
保
護
司
制
度
は
新
た
な
時
代
を
迎

え
ま
す
。
社
会
内
処
遇
の
充
実
を
図
り
、

更
生
保
護
の
理
念
を
広
く
根
付
か
せ
る
大

き
な
一
歩
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

保
護
司
は
地
域
に
根
ざ
し
、
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
を
紡
ぐ
存
在
で
す
。
再
犯
防

止
の
観
点
か
ら
も
活
動
は
社
会
の
安
心
を

支
え
る
基
盤
で
あ
り
、
定
数
の
維
持
と
人

材
確
保
は
重
要
な
課
題
で
す
。
秋
田
県
で

は
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
多
く
の
保
護
司

が
定
年
を
迎
え
る
た
め
、
担
い
手
不
足
が

大日堂舞楽「国指定重要無形文化財」
鹿角市八幡平小豆沢地区の大日霊貴神社（おおひるめむちじんじゃ：通称大日堂）で、毎
年１月２日に奉納される舞楽です。
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★�

地
区
会
長
等
連
絡
協
議
会
開
催

　

12
月
２
日
秋
田
市
河
辺
「
ユ
フ
ォ
ー
レ
」

に
お
い
て
、
秋
田
保
護
観
察
所
長
、
企
画
調

整
課
長
御
出
席
の
も
と
、
各
地
区
会
長
、
事

務
局
長
等
33
名
参
加
し
、
令
和
７
年
度
地
区

保
護
司
会
長
等
連
絡
協
議
会
を
開
催
し
ま
し

た
。各
地
区
か
ら
は
令
和
７
年
度
の
事
業（
社

明
、
ブ
ロ
ッ
ク
別
更
生
保
護
研
究
会
、
Ｓ
Ｓ

Ｔ
研
修
会
等
）
報
告
が
あ
り
、
ま
た
県
保
連

事
務
局
及
び
秋
田
保
護
観
察
所
か
ら
は
連
絡

事
項
等
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

★�

ブ
ロ
ッ
ク
別
更
生
保
護
活
動
研
究
会

　

本
研
究
会
は
、
県
内
３
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か

れ
、
保
護
司
を
取
り
巻
く
諸
課
題
に
つ
い
て

意
見
交
換
し
、
方
策
等
を
共
有
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
隔
年
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

本
年
は
「
効
果
的
な
犯
罪
予
防
、広
報
活
動
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
３
日
間
で
約
230
名
の
保

護
司
が
参
加
し
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
活

発
な
意
見
交
換
が
さ
れ
ま
し
た
。

〈
研
修
会
の
開
催
〉

　

10
月
８
日
、
更
生
保
護
施
設
秋
田
至
仁
会

に
お
い
て
役
職
員
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

小
玉
施
設
長
か
ら
の
施
設
の
現
況
報
告

後
、
施
設
内
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

秋
田
県
更
生
保
護
援
護
協
会

更
生
保
護
関
係
団
体
の
動
き

秋
田
県
保
護
司
会
連
合
会

新野会長あいさつ新野会長あいさつ

10/9　県北ブロック
（鹿角地区）

10/20　県央ブロック
（潟上湖東地区）

10/2　県南ブロック
（横手地区）

一
金
　
二
十
万
円

エ
ー
ル
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

真
鍋　
　

悟　

様

　

当
会
に
対
し
ま
し
て
ご
寄
付
、
普
通
会
員
会

費
、
賛
助
会
員
会
費
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様

に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

謹　賀　新　年
更生保護法人秋田県更生保護援護協会
� 理事長　加賀谷　文　秋
更生保護法人秋田至仁会
� 理事長　鈴　木　　　寿
秋田県更生保護女性連盟
� 会　長　齊　藤　正　子
秋田保護観察所
� 所　長　富　田　潤　一

秋田県保護司会連合会
� 会　長　金　山　智　紀
NPO法人秋田県就労支援事業者機構
� 会　長　伊　藤　萬治郎
秋田県BBS 連盟
� 会　長　菅　原　　　大

・
理
事
の
異
動

　

和
田　
仁
（
辞
任
）

　
　
　
　
　
　
（
令
和
７
年
12
月
12
日
）

　

真
鍋　
悟
（
就
任
）

　
　
　
　
　
　
（
令
和
７
年
10
月
31
日
）

秋　田　更　生　保　護 第 83 号（2）令和 8年 1月 1日

篤
志
者
寄
附
金
の
御
芳
名



　秋田県保護司会連合会
　https://www.facebook.com/
　akitakenhogosikai/

　秋田県の更生保護
　https://akita-kouseihogo.com

◀�ホームページ
　「秋田県の更生保護」
　の二次元コードです。

◀フェイスブックの
　二次元コードです。

★�

弘
前
地
区
保
護
司
会
と
の
交
流
会

　

令
和
７
年
11
月
25
日
（
火
）
に
弘
前
地
区

更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

秋
田
地
区
保
護
司
18
名
、
弘
前
地
区
保
護
司

７
名
が
参
加
し
て
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
全
国
保
護
司
連
盟
「
保
護
司
組

織
間
交
流
助
成
事
業
」を
活
用
し
た
も
の
で
、

他
の
都
道
府
県
の
地
区
保
護
司
会
と
の
情
報

交
換
・
意
見
交
換
な
ど
の
機
会
を
持
つ
こ
と

に
よ
り
、
保
護
司
会
活
動
の
活
性
化
を
図
る

こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

交
流
会
で
は
、
双
方
の
活
動
に
つ
い
て
の

紹
介
や
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
利

用
状
況
、
今
後
の
保
護
司
会
と
し
て
の
活
動

方
策
・
協
力
体
制
な
ど
活
発
な
意
見
交
換
と

質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
交
流
会
は
、
他
地
区
の
「
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
」
を
は
じ
め
と
す
る
保

護
司
活
動
の
取
り
組
み
を
知
る
こ
と
で
、
保

護
司
同
士
が
経
験
を
共
有
し
、
連
携
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

★�

北
秋
田
地
区
「
サ
テ
ラ
イ
ト
型 

更
生
保

護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
の
開
所

　

東
北
初
と
な
る
「
サ
テ
ラ
イ
ト
型
更
生
保

護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
が
、
北
秋
田
市
役

所
森
吉
庁
舎
に
設
置
さ
れ
、
９
月
１
日
に
開

所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

秋
田
保
護
観
察
所
、
北
秋
田
市
長
、
上
小

阿
仁
村
副
村
長
、
北
秋
田
警
察
署
長
、
北
秋

田
地
区
更
生
保
護
女
性
会
会
長
、
北
秋
田
地

区
更
生
保
護
事
業
協
力
雇
用
主
会
長
、
市
の

担
当
者
及
び
当
会
の
会
員
が
出
席
し
て
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。

　

サ
テ
ラ
イ
ト
型
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、

毎
週
月
、
水
、
金
曜
日
の
午
前
10
時
か
ら
午

後
３
時
ま
で
開
所
し
、
こ
れ
ま
で
中
心
的
な

役
割
を
担
っ
て
き
た
市
役
所
宮
前
町
庁
舎
の

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
併
せ
て
、
よ
り
広
範

な
北
秋
田
地
域
の
更
生
保
護
活
動
を
網
羅
す

る
、
二
重
の
体
制
が
確
立
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
新
し
い
拠
点
の
誕
生
は
、
北
秋
田
市

が
更
生
保
護
活
動
の
先
進
的
な
モ
デ
ル
を
構

築
し
、
全

て
の
市
民

が
安
心
し

て
暮
ら
せ

る
社
会
の

実
現
に
向

け
た
、
大

き
な
一
歩

と
な
る
も

の
と
考
え

ま
す
。

★�

保
護
司
セ
ミ
ナ
ー

　

10
月
14
日
、
由
利
本
荘
市
西
目
公
民
館

「
シ
ー
ガ
ル
」
に
お
い
て
、
令
和
７
年
度
保

護
司
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。当
日
は
、

商
工
会
青
年
部
、ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
少
年
保
護
育
成
委
員
会
等

の
方
々
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
に
よ
る
保
護
司
活
動
の
紹
介
や
保
護
司
の

体
験
談
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
見
学
等
を

行
い
ま
し
た
。

★�

令
和
7
年
度 

Ｓ
Ｓ
Ｔ
研
修

　

日
本
更
生
保
護
協
会
が
主
催
し
て
い
る
標

記
研
修
が
、
県
内
４
か
所
に
お
い
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
各
研
修
と
も
、
講
師
に
よ
る
丁
寧

な
ア
ド
バ
イ
ス
の
も
と
、
グ
ル
ー
プ
討
議
、

演
習
が
行
わ
れ
、
出
席
者
か
ら
は
「
共
感
と

受
容
に
つ
い
て
勉
強
で
き
た
」「
相
手
を
褒

め
る
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
で
き
た
」
な
ど

の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

9/7　湯沢地区保護司会10/26　大曲地区保護司会

9/28　秋田地区保護司会
東支部

11/9　秋田地区保護司会
臨港支部

秋　田　更　生　保　護（3）第 83 号 令和 8年 1月 1日



東
北
地
方
更
生
保
護
女
性
会
員
研
修
会

　

9
月
24
〜
25
日
、ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
秋
田
に
て
日
本
更
生
保
護
女
性
連
盟
千

葉
景
子
理
事
長
、東
北
地
方
更
生
保
護
女
性

連
盟
川
野
秀
子
会
長
、東
北
地
方
更
生
保
護

委
員
会
辻
裕
子
委
員
長
を
お
迎
え
し
、東
北

各
県
か
ら
会
員
130
名
が
参
集
し
開
催
さ
れ

ま
し
た（
秋
田
県
47
名
参
加
）。

　

1
日
目
、「
地
域
と
の
連
携
・
協
働
活
動
推

進
地
区
」活
動
状
況
を
大
館
地
区
更
生
保
護

女
性
会
、「
子
育
て
支
援
モ
デ
ル
地
区
」活
動

状
況
を
鹿
角
地
区
更
生
保
護
女
性
会
が
報

告
し
ま
し
た
。

　

研
修
討
議
は「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
地

域
社
会
を
作
る
更
生
保
護
女
性
会
活
動
を

求
め
て
」を
テ
ー
マ
に
各
県
の
取
り
組
み

方
、問
題
、解
決
策
等
熱
心
に
協
議
し
ま
し

た
。

　

2
日
目
、「
地
域
を
編
む　

そ
れ
ぞ
れ
の

色
彩
で
、風
合
い
で
」と
題
す
る
千
葉
景
子

理
事
長
に
よ
る
講
演
で
し
た
。
温
か
く
、優

し
く
、力
強
く
、更
女
は
自
由
で
す
、地
域
の

た
め
自
分
の
た
め
に
更
女
ら
し
く
楽
し
く

活
動
し
ま
し
ょ

う
と
い
う
励
ま

し
の
言
葉
に
元

気
を
頂
き
ま
し

た
。（
来
年
は
宮

城
県
日
帰
り
開

催
予
定
）

※
こ
れ
か
ら
の

予
定
は
2
月
24

日
に
新
会
員
研

修
会
で
す
。（
秋

田
拠
点
セ
ン

タ
ー
ア
ル
ヴ
ェ
）

★�

秋
田
県
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
総
会

　

8
月
23
日
、に
ぎ
わ
い
交
流
館
Ａ
Ｕ
で
開

催
し
、今
年
度
の
事
業
計
画
、予
算
等
に
つ

い
て
協
議
し
ま
し
た
。
役
員
改
選
に
て
内
山

副
会
長
と
大
沢
事
務
局
長
が
新
た
に
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

★�

第
66
回
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
員
中
央
研
修
会

　

９
月
27
日
～
28
日
、国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た

第
66
回
B
B
S
会
員
中
央
研
修
会
に
金
野

会
員
、須
合
会
員
が
出
席
し
ま
し
た
。「
生
き

づ
ら
さ
を
実
践
的
に
理
解
す
る
」を
テ
ー
マ

と
し
、研
究
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

★�

秋
田
県
更
生
保
護
女
性
連
盟
設
立
60
周

年
記
念
祝
賀
会

　

11
月
６
日
、ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
秋

田
で
開
催
さ
れ
、内
山
副
会
長
が
出
席
し
ま

し
た
。

★�

第
58
回
秋
田
県
更
生
保
護
大
会

　

11
月
21
日
、あ
き
た
芸
術
劇
場
ミ
ル
ハ
ス

で
開
催
さ
れ
、内
山
副
会
長
が
出
席
し
ま
し

た
。

★
天
使
園
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

秋
田
地
区
会（
ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学
生
）が

中
心
と
な
り
、秋
田
市
保
戸
野
に
あ
る
児
童

養
護
施
設
・
聖
園
天
使
園
で
、年
齢
、性
別
で

分
か
れ
て
い
る
ル
ー
ム
ご
と
に
子
ど
も
た

ち
の
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し

た
。

★
と
も
だ
ち
活
動

　

少
年
１
名
に
対
し
て
、学
習
支
援
を
中
心

と
し
た「
と
も
だ
ち
活
動
」を
行
い
ま
し
た
。

　

新
た
な
年
が
、災
害
の
な
い
穏
や
か
な
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
、心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

山
形
県
就
労
支
援
事
業
者
機
構
と
の
交
流
会

　

日
頃
か
ら
、秋
田
県
就
労
支
援
事
業
者

機
構
の
活
動
に
御
理
解
と
御
協
力
を
い
た
だ

き
、お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

10
月
27
日
に
、山
形
県
就
労
支
援
事
業
者

機
構
の
会
員
15
名
が
秋
田
刑
務
所
を
視
察

研
修
し
た
後
に
、秋
田
保
護
観
察
所
を
訪
れ
、

当
機
構
と
情
報
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

富
田
秋
田
保
護
観
察
所
長
か
ら
歓
迎
の
挨

拶
、五
十
嵐
統
括
保
護
観
察
官
か
ら
、山
形

県
側
か
ら
要
請
が
あ
っ
た
就
労
支
援
員
の
配

置
事
業
に
つ
い
て
説
明
な
ど
が
あ
り
、他
県
の

情
報
を
得
る
と
い
う
有
意
義
な
機
会
を
得
ま

し
た
。

　

当
機
構
で
は
、今
回
の
交
流
会
を
機
会
に
、

東
北
地
方
の
就
労
支
援
事
業
者
機
構
と
の
交

流
が
今
後
ま
す
ま
す
増
え
る
こ
と
を
願
い
、

組
織
化
に
向
け
た
活
動
を
積
極
的
に
進
め
て

い
く
予
定
で
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
当
機
構
の
事
業
運
営
に
格
別

の
ご
尽
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

秋
田
県
更
生
保
護
女
性
連
盟

秋
田
県
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟

秋
田
県
就
労
支
援
事
業
者
機
構

黒
松
の
大
樹
に
感
謝

　

秋
田
至
仁
会
の
敷
地
内
に
は
、創
設
者
の

川
村
養
助
氏
が
植
え
た
と
思
わ
れ
る
黒
松
の

大
樹
が
２
本
あ
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、そ
の
う
ち
正
門
の
近
く
に
あ
っ

た
一
本
が
松
く
い
虫
が
原
因
と
思
わ
れ
る
被

害
に
よ
り
令
和
６
年
か
ら
急
に
枯
れ
始
め
、

年
が
明
け
て
７
年
の
春
頃
に
な
り
完
全
に
枯

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、こ
の
状
態
の
ま
ま
放
置
し
た
場

合
、強
風
で
枝
が
落
下
し
て
人
的
被
害
に
及

ぶ
危
険
性
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、昨
年
９
月
１

日
か
ら
数
日
か
け
て
伐
採
し
ま
し
た
。

　

折
し
も
９
月
１
日
は
、秋
田
至
仁
会
の
創

設
125
年
の
節
目
の
日
で
し
た
。
黒
松
の
大
樹

は
、秋
田
至
仁
会
か
ら
旅
立
っ
た
数
多
く
の
人

た
ち
を
見
送
り
、彼
ら
の
自
立
更
生
を
願
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、こ
れ
ま
で
長
き
に
わ
た
り
秋
田
至

仁
会
を
見
守
って
く
れ
た
黒
松
の
大
樹
に
、創

設
者
の
川
村
養
助
氏
も
感
謝
し
て
い
る
に
違

い
な
い
と
思
い
浮
か
べ
て
い
ま
す
。

秋　
田　
至　
仁　
会　　　　　　伐採前

伐採後　　　
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●�
地
域
援
助
協
議
会
の
お
知
ら
せ

　

保
護
観
察
所
で
は
、息
の
長
い
支
援
を
実

践
す
べ
く
更
生
保
護
関
係
団
体
の
皆
様
と

連
携
し
、刑
務
所
等
を
出
所
し
た
人
や
保
護

観
察
を
受
け
て
い
た
人
な
ど
が
、地
域
社
会

で
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
支
援
を
必
要
と
し

て
い
る
と
き
に
、必
要
な
支
援
を
円
滑
か
つ

継
続
的
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
、多
様
な
分
野

の
機
関
・
団
体
の
皆
様
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、昨
年
度
は
保
護
司
会

等
と
協
力
し
、地
域
援
助
駐
在
と
し
て
、関

係
機
関
等
の
担
当
者
と
の
顔
合
わ
せ
を
い

た
し
ま
し
た
が
、今
年
度
は
更
に
一
歩
進

め
、よ
り
具
体
的
で
実
践
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
す
る
た
め
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て

地
域
援
助
協
議
会
を
開
催
す
る
運
び
と
な

り
ま
し
た
。

　

本
協
議
会
の
趣
旨
は
、互
い
に
顔
の
見
え

る
関
係
づ
く
り
を
目
指
す
と
と
も
に
、更
生

保
護
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

地
域
援
助
を
円
滑
か
つ
効
率
的
に
実
施
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
協
議
会

に
は
関
係
機
関
と
し
て
、警
察
署
生
活
安
全

課
、各
市
町
村
の
社
会
福
祉
課
、福
祉
保
健

課
、住
民
生
活
課
、保
護
係
、社
会
福
祉
協
議

会
、保
護
司
会
、更
生
保
護
女
性
会
、協
力
雇

用
主
の
代
表
者
等
に
御
参
集
い
た
だ
き
、各

保
護
区
に
点
在
す
る
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
協
議
で
は
、地
域

援
助
に
対
す
る
御
支
援
、御
協
力
を
求
め
る

だ
け
で
は
な
く
、各
市
町
村
が
策
定
す
る
再

犯
防
止
推
進
計
画
の
策
定
状
況
に
関
す
る

情
報
交
換
の
ほ
か
、①
犯
罪
・
非
行
に
関
す

る
研
修
や
講
演
会
に
お
け
る
企
画
の
支
援

や
職
員
派
遣
、②
刑
務
所
を
出
所
し
た
人
な

ど
の
支
援
事
例
検
討
会
へ
の
参
加
、③
犯
罪

●�

改
正
保
護
司
法
成
立
の
お
知
ら
せ

　

令
和
７
年
12
月
３
日
、「
更
生
保
護
制
度

の
充
実
を
図
る
た
め
の
保
護
司
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
」が
成
立
し
、同
月
10

日
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
本
法
律
は
、保
護
司

の
適
任
者
確
保
や
安
全
確
保
が
課
題
と
さ

れ
て
い
る
中
、「
持
続
可
能
な
保
護
司
制
度

の
確
立
に
向
け
た
検
討
会
」報
告
書
の
内
容

等
を
踏
ま
え
改
正
さ
れ
た
も
の
で
、保
護
司

の
任
期
を
３
年
に
延
長
す
る
こ
と
や
地
方

公
共
団
体
に
よ
る
保
護
司
会
等
へ
の
協
力

規
定
を
努
力
義
務
規
定
と
す
る
こ
と
、保
護

司
の
安
全
確
保
に
関
す
る
国
の
責
務
規
定

の
新
設
等
を
内
容
と
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

本
法
律
は
一
部
の
規
定
を
除
き
、公
布
の
日

か
ら
起
算
し
て
１
年
を
超
え
な
い
範
囲
内

に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
さ

れ
ま
す
。

予
防
や
再
犯
防
止
に
関
す
る
広
報
及
び
情

報
発
信
等
の
広
報
支
援
、④
関
係
機
関
・
団

体
の
皆
様
が
支
援
し
て
い
る
方
へ
の
助
言

や
提
案
等
と
い
っ
た
個
別
ケ
ー
ス
へ
の
対

応
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
旨
を
お
知
ら
せ

し
て
お
り
ま
す
。

　

当
協
議
会
は
、秋
田
保
護
観
察
所
管
内
の

全
保
護
区
で
開
催
す
る
予
定
で
す
の
で
、関

係
機
関
・
団
体
の
皆
様
の
御
理
解
、御
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

秋
田
保
護
観
察
所

関係団体が出席し
地域援助協議会を開催
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「
秋
田
県
更
生
保
護
女
性
連
盟
設
立

60
周
年
記
念
式
典
」
に
寄
せ
て

　
秋
田
県
更
生
保
護
女
性
連
盟

�

会
長　

齊
藤　

正
子

　

小
春
日
和
の
11
月
6
日
、「
秋
田
県
更
生

保
護
女
性
連
盟
設
立
60
周
年
記
念
式
典
・

祝
賀
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
昭
和

40
年
11
月
16
日
設
立
さ
れ
た
更
女
会
は
、

60
年
の
歴
史
と
伝
統
を
大
切
に
育
み
な
が

ら
、
今
日
ま
で
活
動
を
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
当
日
は
秋
田
県
知
事
代
理
石
井
正
人

健
康
福
祉
部
長
、
秋
田
市
長
代
理
柳
田
義

人
子
ど
も
未
来
部
長
、
秋
田
保
護
観
察
所

富
田
潤
一
所
長
は
じ
め
更
生
保
護
関
係
団

体
代
表
、
県
内
24
地
区
か
ら
の
会
員
160
名

余
が
参
加
の
下
、
盛
会
に
開
催
で
き
ま
し

た
。
記
念
講
演
で
は
、
長
信
田
の
森
心
療

ク
リ
ニ
ッ
ク
副
院
長
水
野
淳
一
郎
先
生
が
、

ご
自
分
の
体
験
か
ら
「
優
し
さ
が
あ
れ
ば

変
わ
れ
る
。
そ
の
優
し
さ
を
見
つ
け
る
こ

と
が
大
事
。」
と
、
熱
く
語
っ
て
く
だ
さ
り
、

大
き
な
感
動
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
で
は
、
太
田
宥
子
前
会
長
、
前

役
員
の
方
々
を
囲
ん
で
懐
か
し
い
思
い
出

話
に
花
が
咲
き
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
設

立
60
周
年
の
節
目
に
ふ
さ
わ
し
い
会
と
な

り
ま
し
た
。
開
催
に
あ
た
り
更
女
会
の
活

動
を
ご
理
解
い
た
だ
き
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
し
た
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

一
筆
啓
上



　令和7年11月21日（金）あきた芸術劇場ミルハス中
ホールにおいて、東北地方更生保護委員会委員長ほ
か多数のご来賓のご臨席のもと、秋田県内の更生保
護関係者約800名の参加を得て、第58回秋田県更生
保護大会が厳粛かつ盛大に開催されました。
　はじめに、第75回“社会を明るくする運動”作文コンテ
スト秋田県推進委員会優秀賞に選ばれた作品の朗読
と入賞者の表彰を行いました。今年度は小学生から
147作品、中学生から545作品の応募があり、また、新た
に秋田県就労支援事業者機構会長賞が設けられまし
た。応募いただきました児童・生徒の皆さんに心から
感謝申し上げます。
　次に、一般社団法人市民活動あきた代表理事門脇
光浩氏による「新説・秋田の昔話」と題するご講演があ
りました。秋田の各地にまつわる昔話のユーモアたっ
ぷりなお話に会場は温かな笑いに包まれました。
　その後、顕彰式典が開会され、黙とう、国歌斉唱を
行い、主催者を代表して金山智紀秋田県保護司会連
合会会長からの式辞、富田潤一秋田保護観察所長か

ら挨拶がありました。
　続いて、秋田県内の更生保護事業に功労のあった
方々に対する顕彰があり、“社会を明るくする運動”民
間協力者として秋田県立金足農業高等学校に法務
大臣感謝状が贈呈されました。また、保護司を雇用し
ている事業主として、（特非）にこっと秋田�多機能型ケ
アベースにのにが代表して表彰されました。
　顕彰後、受彰者を代表して北秋田地区保護司会長
岐直介保護司から謝辞があり、ご来賓を代表して、辻
裕子東北地方更生保護委員会委員長、鈴木健太秋
田県知事（代読安杖一秋田県健康福祉部次長）、石
原香代秋田地方検察庁検事正から祝辞がありました。
　終わりに、内山直光秋田県BBS連盟副会長から大
会宣言文案の読み上げがあり、拍手を持って採択され
ました。
　開催に当たっては、秋田地区保護司会、秋田地区
更生保護女性会の皆様からご協力をいただきましたこ
とを心からお礼申し上げます。

文責；佐々木文子

金山会長式辞 岩崎県更女連盟副会長の
開会の言葉

富田所長挨拶

講師の門脇様ご講演 開会前の会場内

第58回 秋田県更生保護大会特集第58回 秋田県更生保護大会特集 令和７年 11月 21日（金）
あきた芸術劇場ミルハス�中ホール
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ホゴ・サラちゃんもお出迎え

長岐直介保護司からの謝辞内山県ＢＢＳ連盟副会長の大会宣言

11.26 第32回東北地方更生保護大会
（青森市・リンクステーションホール青森）

9.24 保護司等中央研修会
（東京・日経ホール）

東北地方更生保護女性連盟会長表彰の伝達

加賀谷県更生保護援護協会理事長の
閉会の言葉

県更生保護援護協会理事長感謝状の伝達

法務大臣表彰の皆様

表彰状の伝達

第58回 秋田県更生保護大会特集第58回 秋田県更生保護大会特集

令和8年11月13日㈮
あきた芸術劇場ミルハスで

開催予定です。

第59回秋田県更生保護大会
お知らせ

東北地方更生保護大会、保護司等中央研修会東北地方更生保護大会、保護司等中央研修会
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叙
　
位

　
従
六
位
（
令
和
７
年
９
月
18
日
付
）

　

田　

沼　

昭　

男（
元
男
鹿
地
区
保
護
司
）

藍
綬
褒
章
　（
更
生
保
護
功
績
）

越　

姓　

玄　

悦

（
大
館
保
護
区
）

瑞
宝
双
光
章
　（
更
生
保
護
功
労
）

山　

谷　

尚　

円

（
大
曲
保
護
区
）

任
期
満
了
（
令
和
７
年
11
月
30
日
付
）

　

次
の
方
々
が
保
護
司
を
退
任
さ
れ
ま
し

た
。
長
年
の
御
尽
力
に
対
し
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
の
御
健
勝
を

祈
念
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

髙　

屋　

洋　

子
（
秋
田︹
東
︺）

佐　

藤　

京　

子
（
秋
田︹
臨
港
︺）

宇
佐
美　
　
　

平
（
秋
田︹
臨
港
︺）

白　

川　

節　

子
（
潟
上
湖
東
）

佐　

藤　

公　

子
（
潟
上
湖
東
）

新　

野　

建　

臣
（
潟
上
湖
東
）

二　

田　

ア
ヤ
子
（
潟
上
湖
東
）

金　

田　

勝　

年
（
能　
　
　

代
）

山　

内　
　
　

進
（
大　
　
　

館
）

照　

内　

喜
久
雄
（
北　

秋　

田
）

長　

岐　

直　

介
（
北　

秋　

田
）

本　

間　

宣　

道
（
北　

秋　

田
）

下
川
原　

常　

雄
（
鹿　
　
　

角
）

金　

澤　

大　

輔
（
鹿　
　
　

角
）

小　

松　

義　

嗣
（
本　
　
　

荘
）

小　

野　

賢　

三
（
横　
　
　

手
）

大　

沼　

敏　

雄
（
横　
　
　

手
）

石　

川　

由
美
子
（
横　
　
　

手
）

髙　

岡　

咲　

子
（
湯　
　
　

沢
）

七　

山　

純　

子
（
湯　
　
　

沢
）

佐　

藤　

晋
一
郎
（
湯　
　
　

沢
）

照　

井　
　
　

進
（
大　
　
　

曲
）

相　

馬　

義　

雄
（
大　
　
　

曲
）

山　

谷　

尚　

円
（
大　
　
　

曲
）

髙　

橋　

智　

子
（
大　
　
　

曲
）

鈴　

木　

喜　

一
（
大　
　
　

曲
）

新　

山　

和　

子
（
角　
　
　

館
）

依
願
解
嘱

小　

松　

幸　

円
（
本
荘
保
護
区
）

　
　
　
　
　

（
令
和
７
年
9
月
30
日
付
）

猪　

股　

則　

雄
（
本
荘
保
護
区
）

　
　
　
　
　

（
令
和
７
年
12
月
31
日
付
）

新
　
　
任
（
令
和
７
年
12
月
１
日
付
）

　

次
の
方
々
が
新
た
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
御
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

保　

坂　

雅　

和
（
秋
田︹
東
︺）

柴　

田　

ま
す
み
（
秋
田︹
東
︺）

辰　
　
　

知　

顕
（
秋
田︹
東
︺）

星　
　
　

容　

子
（
秋
田︹
東
︺）

藤　

井　
　
　

翼
（
秋
田︹
臨
港
︺）

夏　

井　

紀　

子
（
秋
田︹
臨
港
︺）

浜　

田　

美　

幸
（
秋
田︹
臨
港
︺）

菅　

原　

幸　

子
（
男　
　
　

鹿
）

鎌　

田　

天　

嗣
（
潟
上
湖
東
）

京　

極　

幸　

村
（
潟
上
湖
東
）

長
谷
川　
　
　

誠
（
潟
上
湖
東
）

畠　

山　

孝　

秀
（
北　

秋　

田
）

三　

澤　

忠　

博
（
北　

秋　

田
）

成　

田　

美
穂
子
（
北　

秋　

田
）

髙　

田　

克　

彦
（
鹿　
　
　

角
）

笹　

本　

真　

司
（
鹿　
　
　

角
）

木　

村　

浩　

平
（
鹿　
　
　

角
）

五
十
嵐　

恒　

憲
（
本　
　
　

荘
）

高　

橋　

鈴　

子
（
本　
　
　

荘
）

阿　

部　

重　

和
（
本　
　
　

荘
）

高　

橋　

聡　

子
（
湯　
　
　

沢
）

茂　

木　

仁　

志
（
湯　
　
　

沢
）

高　

橋　

三
智
子
（
大　
　
　

曲
）

藤　

原　

鈴　

司
（
大　
　
　

曲
）

高　

橋　
　
　

永
（
大　
　
　

曲
）

小
田
𠩤　

一　

春
（
大　
　
　

曲
）

熊　

谷　

ゆ
み
子
（
大　
　
　

曲
）

★
退
任
保
護
司
感
謝
状
伝
達
式
及
び

　
座
談
会
開
催
（
11
月
28
日
）

保
護
司
の
異
動

栄
誉
に
輝
く

　叙
勲
・
褒
章

秋
の
叙
勲
・
褒
章

（
令
和
7
年
11
月
3
日
）

　
令
和
７
年
秋
の
叙
勲
及
び
褒

章
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
管
内
の

更
生
保
護
関
係
者
の
方
々
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

　
永
年
の
御
功
労
・
御
功
績
に

よ
り
め
で
た
く
受
章
さ
れ
ま
し

た
皆
様
に
心
か
ら
お
祝
い
を
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
な
お

一
層
の
御
健
勝
と
御
活
躍
を
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

（
敬
称
略
）

  

叙
　
勲

お
く
や
み

嶋
田　
　

仁
（
能　
　

代
）

令
和
7
年
8
月
9
日　

死
去　

享
年
69

工
藤　

恭
一
（
能　
　

代
）

令
和
7
年
12
月
15
日　

死
去　

享
年
73

　

編
集
委
員

　
　
　

加
賀
谷
文
秋
（
編
集
委
員
長
）

　
　
　

佐
々
木
文
子　
　

明
石　

浩
延

　
　
　

伊
藤　

妙
子　
　

長
谷
部
次
子

　
　
　

五
十
嵐
正
樹　
　

髙
橋　
　

毅

　
　
　

菊
地　

皆
美

編
集
後
記

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

去
年
は
、
猛
暑
、
米
騒
動
、
そ
し
て
ま
た

し
て
も
熊
。
食
害
だ
け
な
ら
ま
だ
し
も
、
お

亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
も
で
て
し
ま
い
ま
し

た
。
自
動
ド
ア
は
手
動
に
な
り
、
お
出
か
け

は
車
で
ド
ア
ツ
ー
ド
ア
。
常
に
熊
の
出
没
を
想

定
し
な
が
ら
の
生
活
。
ど
こ
か
コ
ロ
ナ
禍
に
似

た
毎
日
で
す
。
改
め
て
、
特
別
な
こ
と
の
な
い

平
凡
な
生
活
は
い
い
も
の
な
ん
だ
な
と
感
じ
て

い
ま
す
。「
熊
達
よ
、
ど
う
か
絶
滅
危
惧
種

と
な
る
前
に
、
山
に
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と

願
う
ば
か
り
で
す
。

明
石　

浩
延

  

褒
　
章
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